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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【転出】
・山田　安子様～東C5　→　南C201
・佐々木　茂様～東C4　→　南A112

【ユニット移動】
・飯田　修子様～東A15　→　東C6

＜患者様連絡事項＞
・山舘　祥希様～退院指示、退院前訪問指導指示受ける。退院時処方は明日確認。
・中居　敬悦様～不穏時）リスパダール内用液0.5ml　1P　5回分処方。
・佐藤　定子様～左手背のガーゼ保護4日分指示もらう。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。
　　　　　　　　開放中他室侵入や壁叩き繰り返し自制出来ず。早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。
　　　　　　　　開放時やや飲水ペースの早さあり。指摘に対し易怒性や不穏興奮なし。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。
　　　　　　　　　対面時希死的・操作的な言動無し。開放時他患トラブルや不穏興奮なく過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。眠気強く再三の声掛けで食事、内服行う。食後はすぐに臥床される。対面時不穏興奮なし。
　　　　　　　引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・佐藤　朋代様～身体拘束中。幻聴問うと「今もたくさん聴こえる。」と話すが、滅裂言動や危険行為なし。スタッフ見守り下での一時的な抑制解除・再装着にも拒否なし。バイタル異常や循環障害、皮膚障害なし。

＜村上Dr.診察＞
・佐々木 茂様～主治医診察あり、臨時薬メマンチン増薬、他は処方継続。南病棟へ転出可、退院支援進めていくように指示あり。

＜金Dr.診察＞
・小向　栄子様～インヴェガ錠３ｍｇ 2 錠 1日1回　朝食後　8日分臨時処方。
後々、注射薬に切り替えていく方向。

[bookmark: _GoBack]・小笠原　きみ様～南病棟への転出許可。

他患者様、指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年6月23日　  11：41
　氏　　名：小向　栄子（こむかい　えいこ）様
　生年月日：昭和25年6月24日(74歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　令和2年12月、本人が自宅のブラインドや電池などを盗まれた、と交番へ相談。話を聞くと妄想言動があり、包括支援センターへ連絡。迷惑行為もなかったため経過観察としていた。令和7年5月2日にも「浄水器を盗まれた」と交番へ訴えがあり、明らかな窃盗の形跡は見当たらず、再度包括支援センターが介入。精神科受診を勧められ、令和7年6月2日当院初診。薬物療法が開始となり、訪問看護導入を勧めていたが、本日定期受診の際、長男様より入院の希望があり、長男様の同意の下、11：41東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
